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よりよい保育に向けて 

～不適切な保育を未然に防ぐ～ 

    関西大学  山縣 文治 

 

１．子どもにとってより適切な保育を考える際の２つの起点 

 

 

 

 

 

 

２．児童福祉施設の職員と虐待 

 １）児童福祉施設の設備及び運営に関する基準 

第５条第1項 児童福祉施設は、入所している者の人権に十分配慮するとともに、一人一人の人格を尊

重して、その運営を行わなければならない。 

 

第９条 児童福祉施設においては、入所している者の国籍、信条、社会的身分又は入所に要する費用を

負担するか否かによつて、差別的取扱いをしてはならない。 

 

第９条の２ 児童福祉施設の職員は、入所中の児童に対し、法第三十三条の十各号に掲げる行為その他

当該児童の心身に有害な影響を与える行為をしてはならない。 

 

２）保育所等の職員による虐待 

①保育所等における虐待等の防止及び発生時の対応等に関するガイドライン 

 

  

 

【虐待等と不適切な保育の考え方】 

・虐待等 

保育所等における虐待等（筆者注：定義は児童虐待防止法に準ずる）については、前述のとおり児童

福祉施設の設備及び運営に関する基準などにおいて規定されており、虐待等の行為は禁止されている。 

 

・不適切な保育 

不適切な保育は、「保育所での保育士等による子どもへの関わりについて、保育所保育指針に示す子

どもの人権・人格の尊重の観点に照らし、改善を要すると判断される行為」であるとし、全国保育士会

の「保育所・認定こども園等における人権擁護のためのセルフチェックリスト～「子どもを尊重する保

育」のために～」（以下「保育士会チェックリスト」）を参考に、当該チェックリストに記載される、人

権擁護の観点から「『良くない』と考えられるかかわり」の５つのカテゴリー（（１）子ども一人ひとり

の人格を尊重しないかかわり、（２）物事を強要するようなかかわり・脅迫的な言葉がけ、（３）罰を与

える・乱暴なかかわり、（４）一人ひとりの子どもの育ちや家庭環境を考慮しないかかわり、（５）差別

的なかかわり）を不適切な保育の具体的な行為類型として示している。 

本ガイドラインでは、手引きの不適切な保育の位置づけを見直すこととし、不適切な保育は、保育士

会チェックリストの「『良くない』と考えられるかかわり」の５つのカテゴリーと同じものとは解さ

ず、「虐待等と疑われる事案」と捉えなおすこととする。 

不適切な保育の中には虐待等が含まれ得るものであり、不適切な保育自体が未然防止や改善を要する

ものであるとして、必要な対応を講じていく必要がある。また、こどもの人権擁護の観点から「望まし

い」と考えられるかかわりができているかどうかといった、より良い保育に向けた日々の保育実践の振

り返り等の取組は、不適切な保育や虐待等そのものへの対応とは峻別して、各保育所や自治体において

取り組まれるべきものである。 

しなくては

いけなこと 

しては 

いけなこと 
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②考え方の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．子どもの権利・人権と保育 

１）指針・要領と人権・最善の利益 

ア..幼保連携型認定こども園教育・保育要領   

第１章総則 第１ 幼保連携型認定こども園における教育及び保育の基本及び目標等 ２．幼保連携型認

定こども園における教育及び保育の目標 

幼保連携型認定こども園は、家庭との連携を図りながら、この章の第１の１に示す幼保連携型認定こ 

ども園における教育及び保育の基本に基づいて一体的に展開される幼保連携型認定こども園における

生活を通して、生きる力の基礎を育成するよう認定こども園法第９条に規定する幼保連携型認定こども

園の教育及び保育の目標の達成に努めなければならない。幼保連携型認定こども園は、このことによ

り、義務教育及びその後の教育の基礎を培うとともに、子どもの最善の利益を考慮しつつ、その生活を

保障し、保護者と共に園児を心身ともに健やかに育成するものとする。 

 

イ..保育所保育指針 

第１章総則 １.保育所保育に関する基本原則 ⑴ 保育所の役割 

保育所は、児童福祉法第39条の規定に基づき、保育を必要とする子どもの保育を行い、その健全な心身

の発達を図ることを目的とする児童福祉施設であり、入所する子どもの【        】を考慮し、

その福祉を積極的に増進することに最もふさわしい【      】でなければならない。 

 

【第５章職員の資質向上 １.職員の資質向上に関する基本的事項  ⑴ 保育所職員に求められる専門性】 

子どもの最善の利益を考慮し、【      】に配慮した保育を行うためには、職員一人一人の倫理

観、人間性並びに保育所職員としての職務及び責任の理解と自覚が基盤となる。各職員は、自己評価に基づ

く課題等を踏まえ、保育所内外の研修等を通じて、保育士・看護師・調理員・栄養士等、それぞれの職務内

容に応じた専門性を高めるため、必要な知識及び技術の修得、維持及び向上に努めなければならない。 

 

２）社会的養護関係施設職員等による虐待 

①被措置児童等虐待 

児童福祉法第33条の10 

この法律で、【                   】とは、小規模住居型児童養育事業に従

事する者、里親若しくはその同居人、乳児院、児童養護施設、障害児入所施設、児童心理治療施設若

しくは児童自立支援施設の長、その職員その他の従業者、指定発達支援医療機関の管理者その他の従

業者、第十二条の四に規定する児童を一時保護する施設を設けている児童相談所の所長、当該施設の

職員その他の従業者または第三十三条第一項若しくは第二項の委託を受けて児童の一時保護を行う業

務に従事する者（以下、「施設職員等」と総称する。）が、委託された児童、入所する児童又は一時保

護が行われた児童（以下「被措置児童等」という。）について行う次に掲げる行為をいう。 

 

  Ｑ 入っていそうで入っていない児童福祉施設や事業は？ その理由は何故と考えるか？ 
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3）他法による虐待者等 

法律 虐待者 

 

学校教育法 

第11条 校長及び教員は、教育上必要があると認めるときは、文部科学大臣の定める

ところにより、児童、生徒及び学生に        を加えることができる。ただ

し、        を加えることはできない。 

 

児童虐待防止法 

 

第２条 この法律において、「児童虐待」とは、       （親権を行う者、未成

年後見人その他の者で、児童を現に監護するものをいう。以下同じ。）がその監護する

児童（十八歳に満たない者をいう。以下同じ。）について行う次に掲げる行為をいう。 

高齢者虐待防止法 

 

第２条第３項 この法律において「高齢者虐待」とは、       による高齢者

虐待及び               による高齢者虐待をいう。 

 

障害者虐待防止法 

 

第２条第２項 この法律において「障害者虐待」とは、         による障

害者虐待、               による障害者虐待及び      によ

る障害者虐待をいう。 

 

4．自己点検をしてみよう 

１）人権擁護のためのセルフチェックリスト（全国保育士会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.z-hoikushikai.com/about/siryobox/book/checklist.pdf 

 

2）５つのチェックポイント 

 

 

子ども一人ひとりの人格

を尊重しないかかわり 

 

 

 

 

 

 

物事を強要するようなかか

わり・脅迫的な言葉がけ 
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罰を与える・乱暴なかか

わり」をしていない 

 

 

 

 

一人ひとりの子どもの育

ちや家庭環境を考慮しない

かかわり 

 

 

 

 

 

 

差別的なかかわり 

 

 

 

 

 

 

 

そのほかの気になること 

 

 

 

 

 

 

 

３）具体的に考えてみましょう（子ども一人ひとりの人格を尊重しないかかわり） 
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5．施設職員と虐待（福祉施設のモデルをもとに） 

 １）虐待の発生構造 

 １ 
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2）認定こども園・保育所等で人権や権利を守るということ：ポイントとなる5つの質 

  

 ①            の質 

  

 ②            の質 

    

 ③            の質 

  

 ④            の質 

  

 ⑤            の質 

    

 

 

６．めざすは 

 

 

 

 

 

 

 

 


